
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

宗
盛
像
を
め
ぐ
っ
て

宇
　
　
野

陽
　
　
美

は
じ
め
に

　
『
平
家
物
語
』
研
究
に
お
い
て
は
、
所
謂
、
説
話
的
形
成
論
が
近
年
の
主
流

を
占
め
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
物
語
固
有
の
構
想
や
人
物
像
等
に
対
す
る
文

学
的
な
評
価
の
問
題
が
等
閑
に
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
近
時

　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
佐
伯
真
一
氏
、
生
形
貴
重
氏
や
武
久
堅
氏
の
指
摘
は
、
説
話
的
形
成
論
の
克

服
が
『
平
家
物
語
』
研
究
の
大
切
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本

稿
は
、
平
宗
盛
の
人
物
像
を
め
ぐ
っ
て
、
延
慶
本
を
出
来
る
限
り
一
貫
し
た
物

語
的
脈
絡
に
お
い
て
読
み
、
そ
の
作
品
と
し
て
の
可
能
性
を
求
め
る
こ
と
を
目

指
す
も
の
と
す
る
。

　
宗
盛
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
兄
重
盛
と
の
対
比
か
ら
、
人
問
的
・

政
治
的
資
質
に
関
し
て
事
実
以
上
に
否
定
的
に
描
か
れ
た
人
物
で
あ
る
と
考
え

　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
て
き
た
。
彼
が
否
定
的
に
の
み
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
す
る
説
が

　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

現
れ
た
の
は
、
宗
盛
の
否
定
的
評
価
が
論
じ
ら
れ
て
後
十
年
近
く
経
っ
て
か
ら

で
、
そ
れ
は
、
重
盛
亡
き
後
朝
家
の
為
に
奔
走
す
る
忠
誠
の
厚
さ
、
弱
者
へ
の

思
い
や
り
、
子
息
へ
の
恩
愛
の
情
の
深
さ
な
ど
を
評
価
し
、
宗
盛
を
人
間
味
あ

ふ
れ
る
優
し
い
性
格
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
「
あ
き
れ
た
る

宗
盛
」
に
着
目
、
再
び
宗
盛
像
の
否
定
的
側
面
を
論
じ
た
の
は
山
下
宏
明
氏
で

　
＠

あ
る
。
氏
の
論
は
、
諸
本
論
が
展
開
す
る
研
究
状
況
に
あ
っ
て
、
物
語
と
し
て

の
人
物
像
を
い
か
に
評
価
す
る
の
か
と
い
う
研
究
方
法
の
問
題
提
起
で
あ
り
、

従
来
の
宗
盛
論
が
そ
の
評
価
の
基
準
と
し
て
用
い
た
「
否
定
・
肯
定
」
と
い
う

評
価
に
対
し
て
も
、
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
、
宗
盛
論
の

課
題
を
「
『
平
家
物
語
』
の
編
著
者
に
よ
る
著
述
記
事
と
、
編
著
者
の
手
に
落

ち
る
以
前
の
伝
承
課
・
伝
承
物
語
の
識
別
と
、
伝
承
部
の
担
い
手
あ
る
い
は
生

成
母
胎
の
問
題
で
あ
る
」
と
し
、
宗
盛
を
呼
称
別
に
四
期
に
分
け
て
考
察
し
た

　
　
　
　
　
　
　
¢

の
が
武
久
氏
で
あ
る
。
氏
は
人
物
像
造
型
と
『
平
家
物
語
』
の
構
想
と
の
関
わ



　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

り
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
著
述
部
の
宗
盛
像
の
分
析
に
よ
り
、

　
　
こ
の
編
者
を
仮
り
に
作
者
と
称
す
な
ら
、
こ
の
作
者
は
、
清
盛
以
外
で
は

　
　
宗
盛
に
限
っ
て
そ
の
官
位
昇
進
を
年
代
的
に
追
跡
し
、
物
語
化
し
、
こ
の

　
　
物
語
の
前
半
か
ら
後
半
ま
で
通
し
て
登
場
す
る
唯
一
の
人
物
と
し
て
宗
盛

　
　
を
位
置
づ
け
た
構
想
力
の
人
と
評
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
語
り
、
宗
盛
を
一
貫
す
る
中
心
人
物
と
見
立
て
、
そ
の
宗
盛
像
を
次
の
よ
う

に
追
求
し
て
い
る
。

　
　
平
家
物
語
に
お
け
る
宗
盛
の
存
在
は
、
清
盛
在
世
下
は
そ
の
横
暴
の
か
げ

　
　
で
賢
兄
重
盛
に
対
比
さ
れ
る
軽
薄
な
愚
弟
で
あ
り
、
潮
笑
と
誹
誇
の
対
象

　
　
で
あ
っ
た
。
後
半
生
は
、
安
徳
帝
と
一
族
の
女
性
集
団
を
擁
し
て
苦
難
の

　
　
都
落
ち
を
率
い
た
退
嬰
的
消
極
型
の
総
帥
で
あ
り
、
積
極
型
武
将
弟
知
盛

　
　
を
対
位
者
と
し
て
、
末
路
は
、
自
ら
父
子
恩
愛
の
小
世
界
に
逃
げ
込
む
こ

　
　
と
を
通
し
て
衰
亡
期
平
家
の
悲
傷
を
一
身
に
体
現
し
た
悲
劇
の
主
人
公
で

　
　
あ
っ
た
。

　
宗
盛
は
、
非
常
に
複
雑
に
、
様
々
な
伝
承
を
絡
み
合
せ
つ
つ
作
者
に
よ
っ
て

作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
、
宗
盛
は
そ
の
生
涯
に

お
い
て
平
家
の
盛
衰
を
全
て
体
験
す
る
存
在
と
し
て
、
物
語
の
作
者
か
ら
、
大

き
な
興
味
を
も
っ
て
眺
め
ら
れ
、
作
為
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
っ
つ
造
型
さ
れ
た

と
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
右
の
論
考
で
武
久
氏
は
、
延
慶
本
の
宗
盛
の
記
事
を
、

著
述
部
と
伝
承
部
に
分
け
る
と
い
う
氏
独
自
の
方
法
で
検
討
し
、
宗
盛
像
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

察
し
た
。
そ
の
論
考
は
、
今
日
の
宗
盛
論
の
到
達
点
と
も
い
え
よ
う
。
が
、
延

慶
本
の
宗
盛
像
の
造
型
を
、
人
物
対
比
に
注
目
し
て
検
討
す
る
と
、
そ
の
叙
述

の
一
貫
性
に
関
し
て
、
更
に
述
べ
得
る
事
項
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で

は
、
武
久
氏
の
考
察
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
延
慶
本
に
お
い
て
人
物
対
比
構
成
を
持

つ
宗
盛
関
連
記
事
を
、
読
み
本
系
で
は
主
に
長
門
本
・
源
平
盛
衰
記
・
四
部
合

戦
状
李
語
り
本
系
で
は
覚
一
本
．
屋
代
本
．
百
二
十
句
梅
を
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
、
延
慶
本
に
お
け
る
宗
盛
像
を
考
察
し
た
い
。

１

並
記
さ
れ
る
重
盛
と
宗
盛

　
　
　
一
門
を
象
徴
す
る
存
在

　
『
平
家
物
語
』
中
の
宗
盛
の
人
物
像
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
時
、
賢
兄
重
盛
と

の
対
比
的
描
写
に
触
れ
ら
れ
な
い
事
は
な
い
と
言
え
る
。
宗
盛
は
、
兄
重
盛
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
比
さ
れ
、
「
兄
に
は
こ
と
の
ほ
か
に
劣
り
た
る
」
者
（
巻
三
「
法
皇
被
流
」
）

と
語
ら
れ
る
。
こ
の
愚
弟
或
い
は
劣
者
宗
盛
の
側
面
は
、
川
田
正
美
氏
が
述
べ

＠
た
よ
う
に
、
物
語
の
生
成
過
程
で
拡
大
・
増
幅
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
延
慶
本
に
お
け
る
宗
盛
像
も
ま
た
、
賢
兄
に
対
す
る
愚
弟
の
様
相
を
呈
す
る

の
は
免
れ
な
い
。
し
か
し
、
延
慶
本
に
は
重
盛
と
宗
盛
が
並
記
さ
れ
る
箇
所
は

十
三
あ
り
、
こ
の
全
て
が
賢
兄
重
盛
に
対
す
る
愚
弟
の
宗
盛
像
を
表
わ
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
重
盛
と
並
記
さ
れ
っ
っ
、
劣
者
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
宗
盛
が



示
す
姿
と
は
何
か
、
又
、
重
盛
よ
り
劣
る
宗
盛
を
描
く
事
で
、
延
慶
本
の
中
で

の
宗
盛
像
が
示
す
も
の
は
何
か
を
考
察
し
て
み
ょ
う
。

　
延
慶
本
に
お
い
て
宗
盛
が
重
盛
よ
り
劣
る
者
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
た
だ
並
記

さ
れ
る
の
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
記
事
は
七
記
事
あ
る
。

　
そ
れ
ら
は
、
◎
「
第
一
本
　
五
　
清
盛
ノ
子
息
達
官
途
成
事
」
・
＠
「
第
一

本
　
七
　
義
王
義
女
之
事
」
・
◎
「
第
一
本
　
三
十
　
重
盛
宗
盛
左
右
二
並
給

事
」
・
＠
「
第
二
本
　
八
　
中
宮
御
産
有
事
　
付
諸
僧
加
持
事
」
・
◎
「
第
二
本

十
一
皇
子
親
王
ノ
宣
旨
蒙
給
事
」
・
¢
「
第
二
中
三
士
一
入
道
登
蓮
ヲ

扶
持
給
事
一
．
＠
「
第
五
末
十
八
那
智
籠
ノ
山
臥
惟
盛
ヲ
見
知
奉
靭
一
の

七
記
事
で
あ
る
。

　
ま
ず
◎
に
は
、
左
大
将
に
重
盛
、
右
大
将
に
宗
盛
が
任
じ
ら
れ
た
事
に
対
し

て
、
殿
上
の
交
わ
り
さ
え
も
嫌
わ
れ
た
人
の
子
孫
が
左
右
の
大
将
に
兄
弟
並
ん

で
任
じ
ら
れ
る
の
は
、
不
思
議
だ
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
記
事
は
対
照
諸

本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
が
、
重
盛
と
宗
盛
を
比
較
す
る
記
事
と
い
う
よ
り
む

し
ろ
、
重
盛
・
宗
盛
を
列
挙
し
て
、
清
盛
以
下
平
氏
一
門
の
栄
華
を
象
徴
的
に

表
わ
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
＠

　
＠
に
は
、
祇
王
か
ら
仏
御
前
に
心
変
わ
り
し
た
清
盛
が
、
仏
御
前
を
慰
め
る

為
に
再
び
呼
び
戻
し
た
祇
王
を
、
一
長
押
下
っ
た
場
所
に
据
え
た
事
に
対
し
て
、

「
重
盛
宗
盛
已
下
ノ
人
々
目
モ
当
ラ
レ
ス
シ
テ
サ
ハ
カ
リ
カ
タ
フ
キ
申
サ
レ
ケ

レ
ト
モ
不
力
及
」
と
記
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
覚
一
一
百
一
で
は
仏

　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

御
前
が
と
り
な
そ
う
と
す
る
が
力
及
ば
な
い
と
い
う
記
述
で
あ
り
、
一
屋
一

一
長
一
一
盛
＝
四
一
に
は
該
当
す
る
本
文
は
な
い
。
こ
こ
で
も
「
重
盛
宗
盛
」

は
「
已
下
ノ
人
々
」
つ
ま
り
、
平
氏
一
門
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
並
記
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
、
両
者
を
対
比
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
は
見
ら
れ
な
い
。

　
◎
で
は
、
叙
位
除
目
が
平
家
の
思
い
通
り
に
な
り
、
右
大
将
の
重
盛
は
左
大

将
に
、
次
男
宗
盛
は
数
輩
の
上
臆
を
超
え
て
右
大
将
に
な
っ
た
と
し
て
、
「
嫡

子
重
盛
ノ
大
将
二
成
給
タ
リ
シ
ヲ
コ
ソ
ユ
・
シ
キ
事
二
人
思
ヘ
リ
シ
ニ
ニ
男
ニ

テ
打
ツ
・
キ
並
給
世
ニ
ハ
又
人
ア
リ
ト
モ
ミ
エ
サ
リ
ケ
リ
」
と
記
さ
れ
る
。

　
右
の
引
用
部
分
は
一
長
＝
四
一
に
は
あ
る
が
、
語
り
本
系
に
は
見
ら
れ
ず
、

又
、
一
盛
一
で
は
清
盛
の
権
勢
を
よ
り
詳
細
に
記
し
た
記
事
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
武
久
氏
は
、
宗
盛
が
一
二
男
一
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
読
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
こ
の
『
二
男
』
の
意
味
を
、
『
軽
視
す
べ
き
も
の
』
と
規
定
し
て
い
る
」
と
述

べ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
後
の
物
語
の
文
脈
か
ら
し
て
「
世
ニ
ハ
又
人
ア
リ
ト
モ

見
エ
サ
リ
ケ
」
る
清
盛
を
、
子
息
達
の
異
例
の
官
位
昇
進
に
よ
っ
て
表
わ
そ
う

と
し
た
記
事
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
長
男
だ

け
で
な
く
次
男
ま
で
も
が
「
打
ツ
・
キ
」
要
職
に
つ
い
た
事
で
、
清
盛
以
下
一

門
が
、
栄
華
を
極
め
る
有
様
を
表
現
す
る
記
事
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、
宗
盛
は
重
盛
と
並
ん
で
平
氏
一
門
を
象
徴
的
に
表

現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
＠
に
は
、
中
宮
の
男
子
出
産
の
際
に
、
「
思
ワ
ス
ナ
リ
ケ
ル
事
ハ
…
…
（
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

略
）
…
…
優
ニ
ヤ
サ
シ
カ
リ
ケ
ル
事
ハ
小
松
ノ
大
臣
ノ
御
振
舞
本
意
ナ
カ
ゾ
ケ

ル
事
ハ
右
大
将
ノ
籠
居
出
仕
シ
給
ハ
マ
シ
カ
ハ
イ
カ
ニ
目
出
カ
ラ
マ
シ
ア
ヤ
シ

カ
リ
ツ
ル
事
ハ
…
…
（
中
略
）
…
…
ヲ
カ
シ
カ
リ
ケ
ル
事
ハ
…
…
」
と
そ
れ
ぞ

れ
の
人
々
の
反
応
を
幾
つ
か
列
記
し
た
記
事
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
重
盛
の
振
舞
い
と
宗
盛
の
籠
居
を
対
比
し
、
皇
子
誕
生
と
い
う
晴

れ
の
場
で
の
両
者
の
対
照
的
な
有
様
を
描
い
て
は
い
る
が
、
両
者
の
人
問
的
な

優
劣
を
示
す
文
章
で
は
な
い
。
む
し
ろ
平
氏
一
門
の
様
子
を
描
く
に
際
し
て
は
、

重
盛
・
宗
盛
を
並
記
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
働
い
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
右
の
記
事
は
一
長
一
一
盛
一
で
は
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

一
四
一
で
は
様
々
な
出
来
事
の
列
記
と
い
う
形
式
で
な
く
、
宗
盛
不
出
仕
の
理

由
と
そ
れ
に
対
す
る
感
想
を
記
す
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
語
り
本
系
は
、
重

盛
・
宗
盛
の
二
人
だ
け
に
関
す
る
記
事
と
な
り
、
「
兄
弟
と
も
に
出
仕
あ
ら
ば
、

い
か
に
め
出
た
か
ら
む
」
（
巻
三
「
公
卿
揃
」
）
と
、
ま
る
で
兄
弟
が
揃
わ
な
か

っ
た
事
が
宗
盛
の
過
失
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
く
の
で
あ
る
。

　
前
の
三
例
同
様
、
こ
の
記
事
に
関
し
て
も
、
一
延
＝
長
＝
盛
一
が
語
り
本

系
に
比
べ
て
、
平
氏
一
門
を
表
わ
す
為
に
宗
盛
を
重
盛
と
並
べ
て
記
す
傾
向
が

強
い
と
言
え
よ
う
。
更
に
、
語
り
本
系
に
見
ら
れ
る
宗
盛
へ
の
批
判
的
表
現
は
、

宗
盛
の
否
定
的
側
面
を
諸
本
の
展
開
の
過
程
で
増
幅
し
た
、
後
次
的
な
改
編
で

あ
る
と
判
断
し
得
る
の
で
は
な
い
か
。

　
◎
で
は
、
徳
子
の
産
ん
だ
皇
子
（
後
の
安
徳
帝
）
が
皇
太
子
の
宣
旨
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

る
。
「
親
偉
ニ
ハ
小
松
内
大
臣
、
大
夫
ニ
ハ
右
大
将
宗
盛
卿
、
権
大
夫
ニ
ハ
時

忠
卿
ソ
ナ
ラ
レ
ケ
ル
」
と
延
慶
本
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
一
長
一
だ
け
が
同
記

事
を
掲
げ
る
が
、
一
覚
一
に
は
「
偉
に
は
小
松
内
大
臣
、
大
夫
に
は
池
の
中
納

言
頼
盛
卿
」
と
あ
り
、
一
屋
一
一
百
一
は
、
「
偉
に
小
松
内
大
臣
」
と
だ
け
、

一
四
一
は
「
右
大
将
宗
盛
、
大
夫
に
ぞ
成
り
た
ま
ひ
け
る
」
と
だ
け
記
し
て
い

る
。　

と
こ
ろ
で
、
『
玉
葉
』
治
承
二
年
十
二
月
十
五
日
条
に
引
く
「
坊
官
除
目
」

で
は
、

　
　
東
宮
、

　
　
　
偉
従
一
位
藤
原
朝
臣
経
宗
兼
左
大
臣

　
　
　
（
中
略
）

　
　
春
宮
坊
、

　
　
　
大
夫
正
二
位
平
朝
臣
宗
盛
兼
大
納
言
右
大
将

　
　
　
権
大
夫
従
二
位
藤
原
朝
臣
兼
雅
兼
中
納
言

　
　
　
（
以
下
　
略
）

と
あ
る
。
一
延
＝
長
一
は
、
重
盛
と
経
宗
、
時
忠
と
兼
雅
と
を
差
し
替
え
て
い

る
が
、
そ
れ
は
平
家
の
権
勢
を
象
徴
的
に
示
す
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

更
に
は
、
後
の
安
徳
帝
が
、
皇
太
子
の
時
点
で
既
に
平
家
の
血
脈
か
ら
出
た
王

と
し
て
平
家
一
門
に
擁
護
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
と
も
言
え

る
だ
ろ
う
。
一
四
一
が
宗
盛
の
記
事
の
み
に
絞
っ
て
事
実
を
伝
え
て
い
る
の
は
、



平
氏
の
栄
華
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
図
よ
り
も
む
し
ろ
、
史
実
に
重
き
を
置

い
た
の
か
、
或
は
一
四
一
自
身
に
宗
盛
に
対
す
る
何
ら
か
の
意
識
が
働
い
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
一
屋
二
百
一
の
、
経
宗
と
重
盛
の
差
し
替
え
と
宗

盛
の
消
去
や
、
一
覚
一
の
、
同
じ
差
し
替
え
と
、
宗
盛
と
頼
盛
の
差
し
替
え
に

つ
い
て
は
、
宗
盛
を
重
盛
よ
り
劣
る
者
と
し
て
描
く
意
図
が
働
い
た
故
と
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
の
で
は
、
秋
津
の
里
の
美
し
い
景
色
に
感
動
し
た
清
盛
が
連
歌
の
発
句
を
詠

ん
だ
が
、
「
嫡
子
重
盛
次
男
宗
盛
侍
ニ
ハ
越
中
前
司
盛
俊
上
総
守
ナ
ト
並
居
テ

付
ン
ト
シ
ケ
レ
ト
モ
時
剋
ハ
ル
カ
ニ
押
移
…
…
（
中
略
一
…
…
付
申
人
無
リ
ケ

リ
」
と
あ
る
。

　
こ
れ
は
対
照
諸
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
延
慶
本
独
自
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事

で
も
宗
盛
は
「
次
男
宗
盛
」
と
呼
ば
れ
て
は
い
る
が
、
重
盛
と
並
記
さ
れ
て
平

家
の
公
達
を
代
表
し
て
い
る
。

　
＠
で
は
、
戦
場
離
脱
し
た
維
盛
が
那
智
山
に
詣
で
た
際
、
維
盛
を
見
か
け
た

山
伏
の
一
人
が
、
安
元
二
年
、
法
住
寺
殿
で
催
さ
れ
た
法
皇
五
十
の
御
賀
の
有

様
を
知
っ
て
い
て
、
そ
の
様
子
を
回
想
す
る
言
葉
の
中
に
、
「
父
ノ
大
臣
ハ
内

大
臣
ノ
左
大
将
ニ
テ
左
ノ
座
二
着
座
伯
父
宗
盛
ノ
右
大
将
ハ
右
ノ
着
座
セ
ラ
レ

キ
」
と
あ
る
。
一
盛
一
は
重
盛
・
宗
盛
の
他
、
知
盛
そ
の
他
の
公
達
に
つ
い
て

も
言
及
す
る
が
、
一
四
一
は
「
父
の
大
臣
殿
は
公
卿
の
中
に
も
勝
て
見
え
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ひ
き
。
舎
弟
宗
盛
卿
は
左
衛
門
督
に
て
御
ま
し
し
が
立
た
ま
ふ
」
と
重
盛
の
優

　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

れ
た
姿
を
強
調
し
一
屋
一
は
重
盛
の
事
の
み
を
記
す
。
一
覚
一
一
長
一
に
い
た
っ

て
は
、
宗
盛
は
「
階
下
に
着
座
せ
ら
れ
た
り
」
一
巻
十
「
熊
野
参
詣
」
一
と
、
重

盛
よ
り
劣
る
姿
を
強
調
す
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
比
較
す

る
と
、
延
慶
本
の
記
述
は
、
一
盛
一
の
よ
う
に
公
達
の
幾
人
か
を
列
記
す
る
事

な
く
、
又
、
一
四
二
屋
二
覚
＝
長
一
の
よ
う
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
宗
盛
を

重
盛
よ
り
も
劣
る
者
と
し
て
描
く
事
も
な
く
、
重
盛
・
宗
盛
を
並
記
し
て
、
平

家
の
公
達
の
有
様
を
総
て
語
る
に
代
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
七
記
事
に
諸
本
比
較
を
通
し
て
考
察
を
加
え
た
結
果
、
重
盛
と
宗
盛

の
名
が
並
記
さ
れ
る
記
事
の
中
に
は
、
宗
盛
を
重
盛
と
対
比
さ
せ
て
重
盛
よ
り

も
劣
る
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
事
を
意
図
し
な
い
記
事
も
存
在
し
、
そ
れ
は
語

り
本
系
よ
り
読
み
本
系
に
、
更
に
は
長
門
本
や
源
平
盛
衰
記
や
四
部
合
戦
状
本

よ
り
も
、
延
慶
本
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
又
、
そ
の
記
事
は
、

諸
記
録
・
文
書
・
史
料
を
単
に
記
載
し
た
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ

こ
に
は
延
慶
本
の
作
者
と
呼
べ
る
存
在
の
、
構
成
に
関
わ
る
意
図
が
窺
え
る
よ

う
で
あ
る
。

　
即
ち
、
平
氏
一
門
が
関
わ
る
事
件
や
行
事
に
対
し
て
、
重
盛
と
宗
盛
の
名
を

並
記
す
る
記
事
は
、
重
盛
と
宗
盛
の
二
人
で
平
氏
一
門
全
体
を
象
徴
的
に
表
わ

す
傾
向
が
強
い
事
を
示
し
て
い
る
。
塑
言
す
れ
ば
、
延
慶
本
は
平
氏
一
門
を
象

徴
的
に
表
わ
す
場
合
に
、
重
盛
・
宗
盛
を
並
記
す
る
と
い
う
文
体
を
意
識
的
に

用
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
延
慶
本
の
作
者
は
、
宗
盛
の
人
柄
如
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

に
拘
ら
ず
、
重
盛
の
生
前
、
即
ち
物
語
の
当
初
か
ら
、
宗
盛
を
兄
重
盛
と
対
等

に
並
記
す
べ
き
一
門
の
代
表
者
格
の
一
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
想
像
を
邊
し
く
す
れ
ば
、
清
盛
以
降
の
平
氏
一
門
に
、
重
盛
達
小
松
家
の

流
れ
と
、
宗
盛
以
下
の
流
れ
を
す
で
に
見
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

２
　
重
盛
死
後

劣
り
た
る
宗
盛

　
「
第
二
本
　
二
十
　
小
松
殿
死
給
事
」
に
は
、
重
盛
死
亡
記
事
の
後
に
、
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
前
右
大
将
方
サ
マ
ノ
者
共
ハ
世
ハ
大
将
殿
二
伝
リ
ナ
ム
ス
ト
テ
悦
ア
ヘ
ル

　
　
輩
モ
ア
リ

　
延
慶
本
は
こ
の
記
事
以
後
、
つ
ま
り
重
盛
の
死
後
、
宗
盛
の
行
動
を
生
前
の

重
盛
の
行
動
と
対
比
さ
せ
る
時
は
必
ず
、
宗
盛
を
劣
る
者
と
し
て
描
く
。
こ
れ

は
延
慶
本
が
物
語
構
成
上
、
重
盛
存
命
中
は
、
前
節
に
み
た
よ
う
に
宗
盛
と
重

盛
と
並
記
し
、
同
等
に
扱
っ
て
平
家
一
門
を
象
徴
的
に
描
き
、
重
盛
の
死
後
、

宗
盛
の
実
体
を
徐
々
に
露
呈
さ
せ
る
形
で
宗
盛
の
劣
る
姿
を
描
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
何
か
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
劣
者
宗
盛
の
姿
は
、
既
に
重
盛
の
父
へ
の
教
訓
の
場
面
に
も
伏
線
的
に
描
か

れ
る
（
第
一
末
　
十
八
　
重
盛
父
教
訓
事
）
。
で
は
、
重
盛
の
死
後
、
な
ぜ
宗

盛
は
重
盛
よ
り
も
劣
っ
た
者
と
し
て
、
描
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

劣
者
宗
盛
の
記
事
を
全
て
延
慶
本
と
共
有
す
る
の
は
、
長
門
本
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
一
延
一
一
長
一
の
記
事
を
他
の
諸
本
と
比
較
し
て
み
た
い
。

　
延
慶
本
の
中
で
、
重
盛
と
対
比
さ
せ
て
劣
る
宗
盛
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
意

図
が
明
白
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
次
の
三
記
事
で
あ
る
。

　
第
一
は
「
第
二
本
　
三
十
　
法
皇
ヲ
鳥
羽
二
押
籠
奉
ル
事
」
で
、
法
皇
を
鳥

羽
殿
へ
幽
閉
す
る
執
行
人
と
し
て
、
清
盛
の
命
を
受
け
た
宗
盛
が
参
上
す
る
。

法
皇
は
「
宗
盛
モ
マ
ヒ
レ
カ
シ
」
と
宗
盛
の
随
行
を
望
む
様
子
を
見
せ
る
が
、

宗
盛
は
「
入
道
ノ
ケ
シ
キ
ニ
恐
レ
テ
」
参
上
し
な
い
。
延
慶
本
は
、
こ
の
後
に
、

「
其
二
付
テ
モ
法
皇
ハ
兄
ノ
内
府
ニ
ハ
事
ノ
外
二
劣
リ
タ
ル
者
カ
ナ
ト
ソ
思
食

サ
レ
ケ
ル
理
ナ
リ
」
と
語
る
。
こ
の
引
用
部
分
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
同
様
の
も
の

が
見
ら
れ
る
の
は
一
覚
一
一
長
一
だ
け
で
あ
る
。
一
盛
一
一
四
一
一
屋
一
一
百
一
で

は
、
法
皇
は
重
盛
の
事
を
し
の
ぶ
だ
け
で
、
宗
盛
を
兄
に
比
し
て
「
事
ノ
外
二

劣
」
る
と
注
し
て
は
い
な
い
。

　
第
二
は
「
第
二
中
　
十
一
　
高
倉
宮
都
ヲ
落
坐
事
」
で
、
頼
政
と
共
に
平
家

追
討
を
企
て
た
高
倉
宮
は
、
「
打
死
」
の
風
聞
の
流
れ
る
中
、
都
を
脱
出
す
る
。

　
　
大
政
入
道
ノ
嫡
子
小
松
内
大
臣
重
盛
去
年
八
月
二
失
給
ニ
シ
カ
ハ
次
男
前

　
　
右
大
将
宗
盛
ニ
ワ
ク
方
ナ
ク
世
間
ノ
事
譲
テ
入
道
福
原
へ
下
給
タ
リ
シ
手

　
　
合
セ
ニ
大
将
不
覚
シ
テ
宮
ヲ
逃
シ
マ
イ
ラ
セ
タ
ル
事
口
惜
ト
ソ
人
申
ケ
ル

一
長
一
一
盛
一
一
四
一
が
右
の
引
用
文
を
ほ
ぽ
同
様
に
記
す
。

　
第
三
は
「
第
二
中
　
二
十
九
　
源
三
位
入
道
謀
反
之
由
来
事
」
で
あ
る
。
延



慶
本
は
、
高
倉
宮
・
頼
政
の
謀
反
の
原
因
と
な
っ
た
宗
盛
・
仲
綱
の
馬
争
い
の

顛
末
を
記
し
、
そ
れ
と
極
め
て
対
照
的
な
、
重
盛
の
宮
中
蛇
出
現
の
際
の
冷
静

な
振
舞
い
と
仲
綱
に
褒
美
と
し
て
馬
を
与
え
た
と
い
う
親
密
な
触
れ
合
い
を
描

＠
く
。
こ
の
記
事
の
最
後
に
、
「
誠
二
難
有
カ
リ
ケ
ル
小
松
殿
ノ
御
心
ハ
ヘ
哉
哀

レ
御
命
ノ
長
ラ
ヘ
テ
世
ノ
政
ヲ
助
マ
シ
マ
サ
ン
ニ
ハ
イ
カ
ニ
世
問
モ
穏
ヤ
カ
ニ

国
土
モ
静
ナ
ラ
マ
シ
ト
万
人
惜
奉
ル
ト
云
ヘ
ト
モ
甲
斐
ナ
シ
」
と
あ
る
。
延
慶

本
は
対
照
的
な
構
成
を
も
っ
て
重
盛
・
宗
盛
を
対
比
し
、
重
盛
を
賞
賛
す
る
と

い
う
形
で
、
人
心
の
、
平
氏
か
ら
の
離
反
を
描
く
が
、
一
覚
一
一
百
一
一
長
一

一
盛
一
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
事
を
載
せ
な
が
ら
、
「
小
松
お
と
、
・
は
か
う
こ
そ

ゆ
・
し
う
お
は
せ
し
に
、
宗
盛
卿
は
さ
こ
そ
な
か
ら
め
、
あ
ま
（
ツ
一
さ
へ
人

の
お
し
む
馬
こ
ひ
と
（
ツ
）
て
天
下
の
大
事
に
及
ぬ
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
」

（
巻
四
「
競
」
）
と
す
る
。
つ
ま
り
一
覚
＝
百
一
一
長
一
一
盛
一
は
、
重
盛
と
の

対
比
を
明
瞭
に
し
、
宗
盛
の
行
為
が
高
倉
宮
・
頼
政
の
謀
反
の
原
因
で
あ
っ
た

と
し
て
、
宗
盛
批
判
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
四
一
は
宗

盛
の
記
事
だ
け
に
止
ま
り
重
盛
に
っ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
」
う
い
っ
た

他
諸
本
に
対
し
、
延
慶
本
は
重
盛
と
宗
盛
の
比
較
に
よ
る
人
心
の
離
反
を
何
と

明
確
に
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
三
記
事
の
検
討
に
よ
り
、
延
慶
本
の
宗
盛
の
描
き
方
は
、
次
の
よ
う

に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
即
ち
、
重
盛
の
死
後
、
宗
盛
は
ま
ず
法
皇

か
ら
、
重
盛
に
「
劣
リ
タ
ル
」
者
と
見
切
ら
れ
る
。
更
に
、
高
倉
宮
を
逃
し
て
、

　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

「
口
惜
」
と
人
に
言
わ
れ
る
。
こ
の
事
で
一
番
「
口
惜
」
く
思
う
の
は
、
や
は

り
平
氏
一
門
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
宗
盛
は
、
法
皇
の
次
に
は
、
身
内
周
辺

の
人
間
か
ら
「
劣
者
」
と
見
切
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宗
盛
は
馬
ゆ

え
に
、
天
下
を
騒
が
す
大
事
件
の
火
付
け
役
と
な
る
。
こ
の
時
、
都
の
中
を
宗

盛
の
名
札
を
付
け
た
馬
が
疾
走
し
た
と
、
延
慶
本
は
記
す
。
こ
の
為
、
都
中
の

人
々
が
そ
の
事
情
を
知
る
。
延
慶
本
の
、
重
盛
が
生
き
て
い
た
ら
云
々
と
い
う

手
厳
し
い
締
め
く
く
り
は
、
宗
盛
が
重
盛
よ
り
劣
る
と
い
う
こ
と
が
都
に
住
む

人
々
に
さ
え
露
呈
し
た
事
を
示
し
て
い
る
。

　
延
慶
本
に
お
い
て
は
、
宗
盛
は
重
盛
の
死
後
、
重
盛
よ
り
劣
る
者
で
あ
る
事

を
、
《
法
皇
↓
平
家
周
辺
の
人
間
↓
都
の
人
々
》
と
、
内
側
か
ら
徐
々
に
広
く

知
ら
し
め
て
い
く
よ
う
な
構
成
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
文
覚
の
「
平

家
ハ
世
末
ニ
ナ
リ
タ
リ
」
（
第
二
末
七
　
文
学
兵
衛
佐
二
相
奉
ル
事
）
と
い

う
判
断
と
、
次
に
挙
げ
る
言
葉
へ
と
結
論
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
物
語
の
構
成

上
極
め
て
興
味
深
い
。

　
　
大
政
入
道
小
松
内
大
臣
コ
ソ
謀
モ
賢
ク
心
モ
強
ニ
テ
父
ノ
跡
ヲ
モ
可
継
人

　
　
ニ
テ
ヲ
ワ
セ
シ
カ
小
国
二
相
応
セ
ヌ
人
ニ
テ
父
二
先
立
テ
被
失
ヌ
其
弟
ア

　
　
マ
タ
ア
レ
ト
ヲ
右
大
将
宗
盛
ヲ
始
ト
シ
テ
有
若
亡
ノ
人
共
ニ
テ
一
人
ト
シ

　
　
テ
日
本
国
ノ
大
将
軍
二
可
成
ス
人
ノ
ミ
ヘ
ヌ
ソ
ヤ

一
盛
一
や
語
り
本
系
に
右
の
言
葉
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
宗
盛
が
最
初
か
ら
重

盛
よ
り
も
劣
る
者
と
し
て
描
か
れ
る
事
が
多
か
っ
た
為
に
、
改
め
て
文
覚
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

れ
を
語
ら
せ
る
必
要
性
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
延
慶
本
の
文
覚
の
言
葉
が
、

右
に
見
た
構
成
で
描
か
れ
た
宗
盛
像
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
考
え
る
と
、
延
慶
本

編
者
の
長
い
構
想
力
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
延
慶
本
に
お
い
て
は
、
宗
盛
は
、
重
盛
存
命
中
、
重
盛
と
並
記
さ
れ
る
事
で

平
家
一
門
を
象
徴
し
、
重
盛
の
死
後
、
兄
重
盛
に
対
比
さ
れ
て
、
劣
者
の
側
面

を
露
呈
す
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
物
語
的
状
況
に
至
っ
て
、
平
家
の
「
世

末
」
が
文
覚
の
言
葉
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
記
事
構
成
は
、
延
慶
本

が
、
清
盛
没
後
の
平
氏
一
門
を
、
重
盛
及
び
小
松
家
の
人
々
の
流
れ
と
清
盛
の

後
を
引
き
継
い
だ
宗
盛
及
び
一
門
の
人
々
の
流
れ
を
と
も
な
っ
て
、
眺
め
て
い

た
こ
と
を
暗
示
し
て
は
い
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

３
　
知
盛
と
宗
盛

滅
び
を
招
く
宗
盛

　
「
第
三
末
　
二
十
二
　
大
臣
殿
ノ
御
所
へ
被
参
事
」
で
は
、
夜
更
け
に
建
礼

門
院
の
も
と
を
訪
れ
た
宗
盛
が
、
「
都
ニ
テ
最
後
ノ
合
戦
シ
テ
イ
カ
ニ
モ
成
ム

ト
被
申
人
々
モ
侯
ヘ
ト
モ
…
…
」
と
、
都
落
ち
の
相
談
を
も
ち
か
け
る
。
こ
の

「
都
ニ
テ
最
後
ノ
合
戦
シ
テ
イ
カ
ニ
モ
成
ム
」
と
い
う
主
張
を
し
た
の
は
知
盛

で
あ
っ
た
。
こ
の
知
盛
が
、
都
落
ち
以
降
壇
浦
入
水
ま
で
、
宗
盛
と
対
比
さ
れ

る
。
清
盛
没
後
、
平
家
の
総
大
将
と
し
て
都
落
ち
を
実
行
し
、
平
氏
一
門
の

人
々
を
壇
浦
で
の
入
水
、
或
い
は
生
け
捕
り
の
運
命
へ
と
導
い
て
し
ま
う
宗
盛

の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
為
に
、
物
語
の
作
者
は
知
盛
を
配
置
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
「
第
二
末
　
二
十
六
　
頼
盛
道
ヨ
リ
返
給
事
」
で
は
、
頼
盛
が
都
落
ち
の
途

中
、
都
へ
引
き
返
し
て
し
ま
う
。
長
年
の
重
恩
を
忘
れ
る
よ
う
な
者
は
捨
て
置

け
と
強
気
の
宗
盛
も
、
こ
の
後
、
小
松
家
の
者
が
ま
だ
一
人
も
来
な
い
と
い
う

状
況
の
中
で
、
心
細
げ
に
涙
を
落
す
。
そ
の
宗
盛
を
見
て
、
知
盛
は
、

　
　
是
日
来
皆
思
儲
タ
リ
シ
事
也
今
更
驚
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
都
ヲ
出
テ
未
タ
一
日

　
　
ヲ
タ
ニ
モ
ス
キ
ヌ
ニ
人
ノ
心
モ
皆
替
リ
ヌ
行
末
ト
テ
モ
サ
コ
ソ
有
ラ
ム
ス

　
　
ラ
メ
我
身
一
ノ
事
ナ
ラ
ネ
ハ
ス
ミ
ナ
レ
シ
旧
里
ヲ
出
ヌ
ル
心
ウ
サ
ヨ
ト
ヲ

　
　
シ
ハ
カ
ラ
レ
只
都
ニ
テ
イ
カ
ニ
モ
ナ
ル
ヘ
カ
リ
ツ
ル
者
ヲ

と
述
べ
る
。
「
我
身
一
ノ
事
ナ
ラ
ネ
ハ
」
と
い
う
知
盛
の
言
葉
が
あ
る
の
は

一
延
一
だ
け
で
あ
る
。
延
慶
本
で
は
、
都
落
ち
の
理
由
と
し
て
知
盛
は
、
こ
の

「
我
身
一
ノ
事
ナ
ラ
ネ
ハ
」
に
拘
り
、
後
に
も
「
只
都
ニ
テ
打
死
ニ
モ
シ
テ
館

二
火
ヲ
係
テ
塵
灰
ト
モ
ナ
ラ
ン
ト
思
シ
ヲ
我
身
一
ノ
事
ナ
ラ
ネ
ハ
人
並
々
二
心

弱
ク
ア
ク
カ
レ
出
テ
カ
・
ル
憂
目
ヲ
ミ
ル
コ
ソ
」
（
第
六
本
　
一
　
判
官
為
平

家
追
討
西
国
へ
下
事
）
と
、
再
び
こ
の
言
葉
を
口
に
す
る
。
延
慶
本
に
お
い
て

は
、
こ
の
「
我
身
一
ノ
事
ナ
ラ
ネ
ハ
」
が
都
落
ち
承
諾
と
な
る
言
葉
で
あ
っ
た

の
だ
が
、
こ
の
言
葉
は
何
を
意
味
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
例
え
ば
、
「
第
三
末
　
二
十
八
　
筑
後
守
貞
能
都
へ
帰
リ
登
ル
事
」
で
は
、

都
で
の
決
戦
を
進
言
す
る
貞
能
が
、
宗
盛
の
前
で
馬
か
ら
降
り
て
膝
ま
づ
き
、

　
　
ア
ナ
心
ウ
ヤ
是
ハ
イ
ツ
チ
ヘ
ト
テ
ワ
タ
ラ
セ
給
ソ
ヤ
都
ニ
テ
コ
ソ
塵
灰
ニ

　
　
モ
ナ
ラ
セ
給
ワ
メ
西
国
へ
落
サ
セ
給
タ
ラ
ハ
遁
サ
セ
給
ヘ
キ
カ
又
平
二
落



　
　
付
給
ヘ
シ
ト
モ
覚
候
ワ
ス
落
人
ト
テ
ア
シ
コ
コ
ニ
一
打
散
シ
テ
骸
ヲ
道
ノ

　
　
頭
二
暴
シ
給
ワ
ム
事
コ
ソ
心
ウ
ケ
レ
コ
ハ
イ
カ
ニ
シ
ツ
ル
事
ソ
新
中
納
言

　
　
殿
三
位
中
将
殿
ト
ク
ト
ク
引
帰
ラ
セ
給
ヘ
ケ
ウ
カ
ル
軍
仕
テ
後
代
ノ
物
語

　
　
二
仕
リ
候
ワ
ム
弓
矢
ヲ
取
習
敵
二
打
ル
・
事
全
ク
恥
ニ
ア
ラ
ス
何
事
モ
限

　
　
有
事
ナ
レ
ハ
今
ハ
平
家
ノ
御
運
コ
ソ
尽
サ
セ
給
ヌ
ラ
メ
サ
レ
ハ
ト
テ
叶
ワ

　
　
ヌ
物
故
二
敵
二
後
ミ
セ
ム
事
ウ
タ
テ
ク
候

と
説
く
。
こ
の
貞
盛
の
言
葉
は
、
一
延
＝
長
一
に
の
み
見
ら
れ
て
、
語
り
本
系

や
一
盛
一
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
都
で
の
決
戦
を
主
張
す
る
武
士
で
あ
れ
ば
抱
く
は
ず
の
心
情
を
簡
潔
に
言
い

切
っ
た
貞
能
の
こ
の
言
葉
を
、
居
残
り
を
希
望
し
な
が
ら
都
落
ち
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
知
盛
を
始
め
と
す
る
人
々
が
、
い
か
に
無
念
の
想
い
で
聞
い
た
か
は
想

像
に
難
く
な
い
。
実
際
、
貞
能
の
呼
び
か
け
を
聞
い
て
、
知
盛
は
宗
盛
の
方
を

］
一
ラ
マ
ヘ
テ
誠
二
心
ウ
ケ
ニ
思
給
」
い
、
都
落
ち
に
反
対
す
る
気
持
を
隠
さ

な
い
。
し
か
し
、
宗
盛
は
こ
の
貞
能
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
武
士
達
の
交
戦
論

に
、
「
貞
能
ハ
イ
マ
タ
シ
ラ
ヌ
カ
…
…
（
中
略
）
…
…
各
カ
身
一
ナ
ラ
ハ
イ

カ
・
セ
ム
女
院
二
位
殿
ヲ
始
奉
テ
女
房
共
ア
マ
タ
ア
リ
忽
ニ
ウ
キ
目
ヲ
ミ
セ
ム

事
モ
無
漸
ナ
レ
ハ
一
マ
ト
モ
ヤ
ト
思
フ
ソ
カ
シ
」
と
反
論
し
、
都
落
ち
を
実
行

し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
宗
盛
の
反
論
は
、
朝
家
の
護
り
を
第
一
と
す
る
平
氏
一
門
の
人
々
を
理

性
的
に
説
得
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
知
盛
の
言
葉
や
宗
盛
の

　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

反
論
中
の
「
我
身
一
」
或
は
「
各
カ
身
一
」
と
し
て
行
動
で
き
る
者
と
は
、
知

盛
や
宗
盛
個
人
を
指
す
の
で
は
な
く
、
戦
う
こ
と
に
己
の
「
生
」
を
燃
焼
し
得

た
一
門
の
武
士
達
で
あ
っ
た
ろ
う
。
宗
盛
の
判
断
は
、
平
氏
一
門
が
武
士
達
だ

け
の
構
成
な
ら
ば
都
で
決
戦
も
で
き
よ
う
が
、
安
徳
帝
や
女
院
、
二
位
殿
や
女

房
達
な
ど
を
も
抱
え
る
た
め
に
、
都
落
ち
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
武
士
の
感
情
に
訴
え
る
貞
能
の
進
言
に
対
し
、
理
性
的
に
反
論
す
る

も
の
と
し
て
宗
盛
の
言
葉
を
位
置
づ
け
た
一
延
一
一
長
一
は
、
武
士
の
感
情
よ

り
も
朝
家
の
護
り
に
と
ら
わ
れ
る
宗
盛
像
を
、
他
の
諸
本
よ
り
も
強
く
印
象
づ

け
て
い
る
。
三
種
の
神
器
を
帯
し
た
安
徳
帝
の
存
在
に
よ
っ
て
、
一
門
の
存
在

が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
幼
帝
を
守
る
女
院
や
二
位
殿
を
中
心
に

し
た
女
房
達
の
集
団
を
見
捨
て
て
武
士
の
感
情
に
お
ぼ
れ
る
こ
と
は
、
宗
盛
に

は
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
貞
能
は
、
「
弓
矢
ヲ
取
習
ヒ
妻
子
ヲ
ア
ワ
レ
ム
心
タ
ニ
モ
深
ク
侯
ヘ
ハ
思
キ

ラ
レ
ス
侯
」
と
、
宗
盛
の
論
理
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
言
葉
を
残
し
て
、

都
へ
と
引
き
返
し
て
行
く
。
武
士
は
、
た
と
え
相
手
が
安
徳
帝
、
女
院
、
二
位

殿
で
あ
っ
て
も
、
「
思
キ
」
る
事
が
大
切
だ
と
す
る
貞
能
の
言
葉
は
、
こ
の
後
、

物
語
の
重
要
な
所
で
「
思
キ
」
る
事
が
で
き
た
人
問
と
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ

た
宗
盛
と
を
描
き
分
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
人
物
構
想
の
問
題
と
し
て
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
貞
能
が
都
で
の
交

戦
を
主
張
す
る
に
際
し
、
宗
盛
の
前
に
膝
ま
づ
き
な
が
ら
も
、
知
盛
や
重
衡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

向
か
っ
て
呼
び
か
け
て
い
る
事
で
あ
る
。
貞
能
の
言
葉
に
応
ず
る
人
間
と
は
、

武
士
の
情
を
持
つ
人
問
で
あ
り
、
貞
能
が
宗
盛
で
は
な
く
知
盛
・
重
衡
に
懇
願

す
る
よ
う
に
語
っ
た
と
描
く
一
延
一
一
長
一
は
、
平
氏
一
門
の
武
門
と
し
て
の

側
面
を
、
知
盛
・
重
衡
の
存
在
に
象
徴
し
て
い
る
事
を
示
す
の
だ
と
言
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
貞
能
・
知
盛
・
重
衡
を
宗
盛
に
対
比
さ
せ
る
よ
う
に
並
記
す
る
事
に

よ
り
、
宗
盛
を
、
総
大
将
で
は
あ
る
が
武
士
の
情
に
お
い
て
行
動
し
得
な
い
人

間
で
あ
る
と
描
く
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
都
落
ち
以
後
、
宗
盛
は
主
に
知
盛
と
対
比
的
に
描
か
れ
、
知
盛
の

武
士
ら
し
く
振
舞
う
姿
に
対
し
て
、
武
士
ら
し
く
な
い
姿
を
さ
ら
し
だ
す
。

　
「
第
四
　
三
十
四
　
木
曽
八
嶋
へ
内
書
ヲ
送
事
」
で
は
、
孤
立
を
深
め
た
義

仲
が
、
平
家
と
の
和
睦
の
内
書
を
送
る
。
こ
れ
を
見
た
宗
盛
は
非
常
に
悦
び
、

二
位
殿
も
同
意
し
よ
う
と
す
る
が
知
盛
が
反
対
す
る
。

　
　
縦
故
郷
へ
上
タ
リ
ト
モ
木
曽
ト
一
二
成
テ
コ
ソ
ト
ソ
人
ハ
申
侯
ワ
ン
ス
レ

　
　
頼
朝
カ
思
ワ
ン
所
モ
ハ
ツ
カ
シ
ク
侯
弓
矢
取
ル
家
ハ
名
コ
ソ
惜
侯
へ
君
カ

　
　
ク
テ
渡
セ
御
ワ
シ
マ
セ
ハ
甲
ヲ
抜
キ
弓
ヲ
ハ
ツ
シ
テ
降
人
二
参
ル
ヘ
シ
ト

　
　
返
答
可
有

　
同
記
事
が
見
ら
れ
る
の
は
、
一
長
＝
盛
一
で
あ
り
、
「
弓
矢
取
ル
家
ハ
名
コ

ソ
惜
侯
へ
」
と
い
う
記
述
が
な
い
の
が
一
覚
＝
屋
一
で
あ
る
。
一
延
一
一
長
一

一
盛
一
に
お
い
て
は
、
知
盛
の
言
葉
に
「
弓
矢
取
ル
家
ハ
名
コ
ソ
惜
侯
へ
」
と

あ
る
こ
と
で
、
宗
盛
が
、
既
に
「
弓
矢
取
ル
家
」
の
棟
梁
た
る
自
覚
を
忘
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

し
ま
っ
て
い
る
姿
を
強
調
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
更
に
「
第
六
本
　
十
五
　
壇
浦
合
戦
事
　
付
平
家
滅
事
」
で
は
、
知
盛
が
合

戦
前
に
兵
を
集
め
て
激
励
し
、
阿
波
民
部
重
能
の
叛
心
を
見
抜
く
。
重
能
を
討

と
う
と
進
言
す
る
知
盛
に
対
し
、
宗
盛
は
、
真
偽
を
確
か
め
る
た
め
、
重
能
を

召
喚
す
る
事
に
し
た
。
知
盛
は
「
新
中
納
言
ハ
ア
ワ
レ
ア
ワ
レ
ト
度
々
宣
テ
成

良
ヲ
召
ス
」
と
描
か
れ
る
。
こ
の
「
ア
ワ
レ
ア
ワ
レ
」
と
言
う
知
盛
の
つ
ぶ
や

き
を
描
く
の
は
、
延
慶
本
の
み
で
あ
る
。
こ
の
「
ア
ワ
レ
ア
ワ
レ
」
は
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
宗
盛
の
甘
い
判
断
を
前
に
し
た
、
知
盛
の
痛
恨
の
つ
ぶ
や
き

で
あ
ろ
う
。
重
能
の
裏
切
り
が
、
壇
浦
合
戦
の
重
要
な
展
開
部
と
し
て
位
置
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

け
ら
れ
る
事
に
つ
い
て
は
、
刑
部
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
物
語
に
お
い

て
平
家
の
運
命
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
の
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
、
知

盛
の
「
ア
ワ
レ
」
と
い
う
つ
ぶ
や
き
は
、
知
盛
が
総
大
将
宗
盛
の
武
士
と
し
て

の
能
力
を
見
切
っ
た
も
の
で
あ
り
、
後
の
戦
い
の
結
果
を
既
に
物
語
っ
て
い
る
。

「
思
キ
」
る
事
を
「
習
ヒ
」
と
し
た
武
士
の
生
き
方
を
、
放
棄
し
た
総
大
将
を

持
つ
武
士
集
団
の
運
命
は
、
一
つ
し
か
な
か
っ
た
。

　
眼
前
に
一
門
の
滅
亡
の
現
実
を
見
て
「
哀
レ
新
中
麹
言
ハ
能
宣
ツ
ル
物
ヲ
」

と
後
悔
す
る
宗
盛
と
は
異
な
り
、
知
盛
に
は
後
悔
の
詞
は
既
に
な
い
。
女
房
達

に
戯
れ
言
を
話
し
か
け
、
船
を
浄
め
、
自
ら
鎧
二
両
を
身
に
っ
け
て
、
乳
母
子

家
長
と
共
に
入
水
す
る
。
同
じ
敗
戦
を
、
惨
め
に
生
け
捕
ら
れ
て
迎
え
る
宗
盛

に
比
べ
て
、
「
思
キ
」
る
こ
と
の
で
き
た
武
士
ら
し
い
身
の
処
し
方
で
あ
っ
た
。



　
知
盛
と
宗
盛
は
、
こ
う
し
て
対
照
的
に
配
さ
れ
、
「
弓
矢
ヲ
取
習
」
に
生
き

た
人
間
と
そ
れ
を
放
棄
し
た
人
問
と
の
陰
影
を
鮮
や
か
に
し
た
。
し
か
も
そ
の

傾
向
は
延
慶
本
に
よ
り
強
く
表
わ
れ
、
語
り
本
系
は
む
し
ろ
知
盛
の
英
雄
ぶ
り

を
強
調
す
る
傾
向
に
あ
る
。
知
盛
の
人
問
像
が
「
弓
矢
ヲ
取
習
」
を
示
す
役
割

を
担
う
と
す
る
な
ら
、
延
慶
本
は
、
総
大
将
と
し
て
「
弓
矢
ヲ
取
習
」
を
放
棄

し
た
宗
盛
の
存
在
に
平
家
滅
亡
の
因
を
見
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
語
り
本
系
が
清
盛
の
悪
行
に
滅
亡
の
因
を
集
中
す
る
の
に
比
し
て
、

延
慶
本
の
場
合
、
滅
亡
の
運
命
に
宗
盛
の
人
問
像
は
極
め
て
深
く
関
わ
っ
て
い

る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

４
　
清
宗
と
宗
盛

恩
愛
の
人
・
宗
盛

　
宗
盛
の
子
息
清
宗
の
名
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
「
第
二
中
　
二
士
二
　
大

将
ノ
子
息
三
位
二
叙
ル
事
」
で
あ
る
が
、
父
宗
盛
の
捕
ら
わ
れ
以
前
に
は
、
登

場
人
物
と
し
て
の
清
宗
に
は
、
延
慶
本
は
特
に
着
目
し
な
い
。
都
落
ち
以
後

時
々
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
彼
が
父
と
行
動
を
共
に
し
、
安
徳
帝

や
女
院
た
ち
と
同
船
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
程
度
で
あ
る
一
第
五
本
　
二
十
一

越
中
前
司
盛
俊
被
討
事
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
清
宗
の
存
在
が
、
壇
浦
で
の
知
盛
の
死
後
徐
々
に
変
化
し

て
く
る
。

　
「
第
六
本
　
二
十
一
　
平
氏
生
虜
共
入
洛
事
」
を
見
る
と
、
宗
盛
以
下
生
け

　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

捕
ら
れ
た
人
々
が
入
京
し
、
大
路
を
人
目
に
さ
ら
さ
れ
て
牛
車
で
渡
る
記
事
が
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あ
る
。
こ
の
時
宗
盛
は
浄
衣
を
、
清
宗
は
白
い
直
垂
を
着
て
い
る
。
こ
れ
は
、

各
々
浄
衣
を
着
て
い
た
と
す
る
一
盛
一
以
外
の
、
諸
本
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
清
宗
の
着
て
い
る
直
垂
は
武
士
の
平
服
で
あ
る
が
、
宗
盛
の
浄
衣
と
は

白
い
狩
衣
の
事
で
、
狩
衣
は
公
家
の
常
服
で
あ
る
。
共
に
装
飾
を
許
さ
れ
ず
、

白
を
き
せ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
武
士
の
平
服
に
身
を
包
ん
だ
清
宗
と
公
家
の

服
装
を
し
た
宗
盛
を
同
席
さ
せ
る
事
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
持
っ
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
も
宗
盛
は
「
四
方
見
回
シ
テ
イ
タ
ク
思
沈
タ
ル
気
色
ハ
オ
ワ
セ
ス
」
と
描

か
れ
る
の
に
対
し
、
清
宗
は
「
ウ
ツ
フ
シ
ニ
テ
目
ヲ
モ
ミ
上
給
ワ
ス
深
思
入
給

ヘ
ル
気
色
也
」
と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
諸
本
共
通
の
対
照
の
示
す
も
の
は
何

で
あ
ろ
う
か
。

　
右
の
記
事
を
皮
切
り
に
、
清
宗
は
益
々
宗
盛
と
対
比
さ
れ
て
描
か
れ
る
よ
う

に
な
る
。
「
第
六
本
　
二
十
九
　
大
臣
殿
若
君
二
見
参
事
」
で
は
、
鎌
倉
下
向

直
前
の
子
息
能
宗
と
の
再
会
が
描
か
れ
る
。
対
面
後
、
宗
盛
か
ら
離
れ
よ
う
と

し
な
い
能
宗
の
姿
は
涙
を
誘
う
が
、
こ
の
時
、
涙
に
咽
ぶ
だ
け
の
宗
盛
に
対
し

て
、
「
今
夜
ハ
是
二
見
苦
事
ノ
ア
ラ
ン
ス
ル
ソ
帰
リ
テ
明
日
参
」
と
能
宗
を
宥

め
諭
す
の
が
清
宗
で
あ
る
。

　
又
、
「
第
六
本
　
三
十
三
　
兵
衛
佐
大
臣
殿
二
問
答
ス
ル
事
」
で
は
、
簾
中

か
ら
「
生
ム
ヤ
思
食
ス
死
ン
ト
ヤ
思
召
ス
」
と
尋
ね
る
頼
朝
の
言
葉
を
伝
え
よ

う
と
し
た
比
企
能
員
に
向
か
い
、
宗
盛
は
「
居
直
リ
畏
テ
聞
」
く
。
宗
盛
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

の
態
度
は
ど
の
諸
本
も
ほ
ぼ
同
様
に
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
語
り
本
系
に
は
、

右
に
挙
げ
た
よ
う
な
頼
朝
の
質
問
は
見
ら
れ
な
い
。
更
に
延
慶
本
の
場
合
、
生

死
の
選
択
に
つ
い
て
の
頼
朝
の
質
問
に
は
、
宗
盛
は
返
答
し
な
い
。
こ
の
質
間

は
宗
盛
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
清
宗
の
次
の
返
答
を
引
き

出
す
為
に
記
さ
れ
て
い
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。

　
　
右
衛
門
督
宣
ケ
ル
ハ
源
平
両
家
初
テ
朝
家
二
召
仕
テ
ヨ
リ
以
来
源
氏
ノ
狼

　
　
籍
ヲ
ハ
平
氏
ヲ
以
テ
鎮
メ
平
氏
ノ
狼
籍
ヲ
ハ
源
氏
ヲ
以
テ
鎮
ラ
ル
互
二
牛

　
　
角
ノ
如
ニ
テ
侯
キ
今
日
ハ
人
ノ
上
明
日
ハ
身
上
ト
思
食
テ
御
芳
恩
ニ
ハ
只

　
　
ト
ク
頸
ヲ
被
切
ヘ
シ
ト
申
セ
ヨ
ト
ソ
宣
ケ
ル

　
「
居
直
畏
マ
」
っ
た
宗
盛
に
対
し
て
、
清
宗
は
源
平
と
い
う
武
門
の
家
に
生

ま
れ
た
人
間
の
宿
命
を
堂
々
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
文
脈
に
「
帝
王
ノ
御
敵
ヲ
討
タ
ル
者
ハ
七
代
マ
テ
朝
恩
失

セ
ス
ト
申
事
極
タ
ル
僻
事
也
目
当
リ
故
入
道
ハ
法
皇
ノ
御
為
ニ
ハ
申
セ
ハ
愚
也

御
命
二
代
奉
ル
モ
度
々
也
サ
レ
ト
モ
僅
二
其
身
一
代
ノ
幸
ニ
テ
子
息
加
様
二
罷

成
ヘ
シ
ヤ
」
（
第
五
末
　
八
　
重
衡
卿
関
東
へ
下
給
事
）
と
い
う
言
葉
を
加
え

た
も
の
が
、
関
東
下
向
の
際
、
重
衡
が
頼
朝
に
対
し
て
述
べ
た
言
葉
に
な
る
事

に
注
目
し
た
い
。
重
衡
の
頼
朝
へ
の
返
答
は
ど
の
諸
本
に
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
見

ら
れ
る
記
事
で
、
頼
朝
と
重
衡
・
宗
盛
の
対
面
が
、
重
衡
と
宗
盛
の
対
照
を
も

意
識
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
清
宗
の
主
張
は
、
重
衡

の
主
張
と
極
め
て
近
似
し
た
叙
述
で
、
重
衡
の
主
張
か
ら
朝
家
の
護
り
に
努
力
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し
た
清
盛
の
事
を
取
り
去
る
と
、
清
宗
の
主
張
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
従
っ
て
、
延
慶
本
で
は
、
少
な
く
と
も
清
宗
の
頼
朝
へ
の
潔
い
言
葉
は
、
重

衡
の
頼
朝
と
の
対
面
の
場
面
を
強
く
意
識
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

つ
ま
り
、
宗
盛
と
重
衡
と
が
、
前
節
に
考
察
し
た
知
盛
と
宗
盛
の
関
係
と
同
様

に
対
比
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ

う
に
、
貞
能
の
呼
び
か
け
が
知
盛
・
重
衡
に
向
け
ら
れ
た
事
と
照
応
し
て
、
延

慶
本
の
宗
盛
と
知
盛
・
重
衡
を
対
比
さ
せ
る
描
き
方
の
一
貫
性
を
示
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
第
六
本
　
三
十
四
　
大
臣
殿
父
子
並
重
衡
卿
京
帰
上
事
　
付
宗
盛
等
被
切

事
」
に
お
い
て
は
、
対
面
の
後
、
宗
盛
が
再
び
都
へ
戻
る
事
を
「
心
得
ス
」
思

う
の
に
対
し
「
右
衛
門
督
計
ソ
ヨ
ク
心
得
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
」
と
し
て
、
清
宗
が
、

都
で
斬
ら
れ
る
事
を
推
測
す
る
言
葉
を
記
す
。
ま
た
道
中
「
今
ハ
命
生
ナ
ン
ス

ル
ヤ
ラ
ム
」
と
安
心
感
を
抱
き
始
め
る
宗
盛
に
対
し
て
「
ナ
シ
カ
ハ
被
生
ヘ

キ
」
と
念
仏
に
余
念
の
な
い
清
宗
が
描
か
れ
る
。
或
は
、
斬
首
さ
れ
る
直
前
に

念
仏
を
止
め
「
右
衛
門
督
モ
ス
テ
ニ
カ
」
と
口
走
る
宗
盛
に
対
し
て
、
清
宗
は

父
の
最
期
を
尋
ね
、
「
目
出
タ
ク
オ
ワ
シ
マ
シ
侯
ツ
ル
」
と
聞
い
て
う
れ
し
げ

に
斬
ら
れ
る
。

　
右
の
よ
う
に
、
父
子
は
一
貫
し
て
対
比
さ
れ
て
描
か
れ
る
。
子
息
清
宗
へ
の

深
い
恩
愛
の
情
の
為
に
生
に
執
着
し
、
最
期
ま
で
妄
念
か
ら
逃
れ
え
な
か
っ
た

宗
盛
像
は
、
皮
肉
に
も
、
そ
の
宗
盛
が
心
に
か
け
続
け
た
子
息
清
宗
の
、
父
親



思
い
で
あ
り
な
が
ら
も
潔
く
武
士
ら
し
い
姿
に
よ
っ
て
、

に
う
き
あ
が
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

よ
り
そ
の
姿
を
鮮
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
物
語
の
人
物
の
「
対
位
法
」
が
、
単
に
一
場
面
の
み
で
は
な
く
、
物
語
全
編

に
亙
っ
て
意
図
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
事
を
、
延
慶
本
が
最
も
明
ら
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か
に
示
し
て
い
る
生
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
こ
に
見
え
る
、
宗
盛
像
造

型
に
お
け
る
構
成
意
図
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
宗
盛
は
、
ま
ず
兄
重
盛
と
並
記

さ
れ
て
、
重
盛
と
共
に
平
家
を
象
徴
的
に
代
表
す
る
人
間
と
し
て
物
語
に
登
場

し
、
重
盛
の
死
後
は
、
そ
の
生
前
の
重
盛
と
対
比
さ
れ
、
人
問
的
・
政
治
的
資

質
に
劣
る
姿
を
露
呈
す
る
こ
と
で
人
々
に
平
家
の
「
世
末
」
を
悟
ら
せ
る
人
物

と
し
て
描
か
れ
る
。

　
ま
た
、
清
盛
の
死
後
、
平
家
の
総
大
将
と
な
り
都
落
ち
を
決
行
し
た
後
は
、

智
将
知
盛
と
対
比
さ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
「
思
キ
」
る
事
を
自
身
の
生
き
方
と

し
て
武
士
ら
し
く
行
動
し
よ
う
と
す
る
知
盛
と
対
比
さ
れ
た
宗
盛
が
示
す
姿
は
、

「
弓
矢
ヲ
取
習
ヒ
」
を
拒
絶
し
た
総
大
将
の
姿
で
あ
り
、
平
氏
一
門
を
敗
戦
か

ら
滅
亡
へ
と
導
く
人
物
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
知
盛
が
雄
々
し
く
壇
浦
に
沈
ん
で
か
ら
後
は
、
宗
盛
の
横
に
配
置

さ
れ
る
の
は
子
息
清
宗
で
あ
っ
た
。
又
、
東
国
下
り
と
い
う
運
命
を
共
に
し
て

宗
盛
は
弟
重
衡
と
も
対
比
さ
れ
る
。
清
宗
の
頼
朝
に
対
す
る
潔
い
返
答
が
、
明

　
　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

ら
か
に
重
衡
の
言
葉
を
意
識
し
て
形
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
知
盛
・
重
衡
と

宗
盛
の
対
比
は
、
清
宗
と
宗
盛
の
対
比
に
受
け
継
が
れ
る
よ
う
な
形
で
、
宗
盛

の
物
語
を
進
行
さ
せ
る
。

　
以
上
に
み
ら
れ
る
形
で
延
慶
本
は
、
宗
盛
を
死
の
瞬
間
に
い
た
る
ま
で
一
貫

し
て
、
各
場
面
に
お
け
る
徹
底
し
た
人
物
と
の
対
比
と
い
う
構
成
と
構
想
に
よ

っ
て
、
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
注

　
○
　
佐
伯
真
一
氏
「
重
衡
造
型
と
『
平
家
物
語
』
の
す
場
」
一
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和

　
　
六
十
年
）

　
　
　
生
形
貴
重
氏
「
『
新
中
紬
言
物
語
』
の
可
能
性
－
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
壇
浦
合

　
　
戦
を
め
ぐ
っ
て
－
」
一
大
谷
女
子
短
期
大
学
紀
要
第
３
１
号
昭
和
六
士
二
年
一
「
『
先
帝

　
　
入
水
伝
承
』
の
可
能
性
－
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
先
帝
入
水
を
め
ぐ
っ
て
…
」
一
『
軍

　
　
記
と
語
り
物
』
第
２
４
号
昭
和
六
十
三
年
）

　
　
　
武
久
堅
氏
「
平
家
物
語
研
究
の
現
状
と
課
題
」
一
『
中
世
文
学
』
第
３
２
号
一
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
一
報
告
「
平
家
物
語
研
究
の
視
角
」
昭
和
六
十
二
年
）
な
お
、
近
時
、
同
氏

は
「
滅
亡
物
語
の
構
築
－
平
家
物
語
の
全
体
像
－
」
（
『
文
学
』
５
６
巻
３
号
昭
和
六
十

三
年
）
に
お
い
て
延
慶
本
を
統
一
し
た
作
品
と
し
て
読
む
作
品
を
試
み
て
い
る
。
ま

た
山
下
宏
明
氏
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
展
開
法
ｉ
『
平
家
物
語
』
成
立
論
の
た
め
に

ｉ
」
（
『
文
学
』
５
７
巻
－
号
昭
和
六
十
四
年
一
も
統
一
し
た
作
品
と
し
て
の
読
み
を
試

み
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
渡
辺
保
氏
「
宗
盛
（
平
家
物
語
人
問
像
と
史
実
と
の
対
決
）
」
一
『
国
文
学
　
解
釈

と
鑑
賞
』
第
２
２
巻
９
号
昭
和
三
十
二
年
一

　
渡
辺
貞
麿
氏
「
平
家
物
語
に
於
け
る
人
間
像
－
宗
盛
を
中
心
と
し
て
…
」
（
『
大
谷

学
報
』
第
４
０
巻
－
号
昭
和
三
十
五
年
一

二
二



　
　
　
　
延
慶
本
に
お
け
る
人
物
対
比
の
方
法

　
　
鈴
木
則
郎
氏
「
平
家
物
語
に
お
け
る
平
宗
盛
の
人
物
像
」
（
『
文
芸
研
究
』
第
４
５
集

　
昭
和
三
十
八
年
）

　
　
和
田
英
道
氏
「
宗
盛
像
の
再
検
討
－
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
」
（
『
立
教

　
大
学
日
本
文
学
－
２
６
巻
昭
和
四
十
六
年
）
「
『
平
家
物
語
』
人
物
像
の
形
成
－
例
え
ば

　
宗
盛
の
場
合
１
」
（
同
２
７
巻
昭
和
四
十
六
年
）

　
　
川
田
正
美
氏
「
宗
盛
像
の
変
遷
１
『
平
家
物
語
』
異
本
を
通
し
て
ー
」
（
『
日
本
文

　
学
』
２
７
巻
９
号
昭
和
五
士
二
年
）

　
　
桜
井
陽
子
氏
「
平
家
物
語
に
み
ら
れ
る
人
物
造
型
－
平
宗
盛
の
場
合
１
」
（
『
お
茶

　
の
水
女
子
大
国
文
』
５
１
号
昭
和
五
十
四
年
）

　
　
目
黒
須
美
子
氏
「
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
宗
盛
像
」
（
『
宮
城
女
子
大
学
日
本
文

　
学
ノ
ー
ト
』
２
０
昭
和
六
十
年
）

＠
　
山
下
宏
明
氏
「
平
家
物
語
論
の
た
め
に
－
物
語
と
人
物
像
１
」
（
『
日
本
文
学
』
第

　
３
０
巻
９
号
昭
和
五
十
六
年
）

¢
　
武
久
堅
氏
「
宗
盛
伝
承
の
様
式
と
平
家
物
語
の
構
想
」
上
・
下
（
『
日
本
文
芸
研

　
究
』
第
３
８
巻
３
号
・
４
号
昭
和
六
十
一
・
六
十
二
年
）

ゆ
　
以
下
特
別
な
場
合
を
除
き
、
延
慶
本
を
一
延
一
、
長
門
本
を
一
長
一
、
源
平
盛
衰
記

　
を
一
盛
一
、
四
部
合
戦
状
本
を
一
四
一
、
覚
一
本
を
一
覚
一
、
屋
代
本
を
一
屋
一
、
百
二

　
十
句
本
を
一
百
一
と
略
記
す
る
。

＠
　
以
下
巻
数
の
直
後
に
意
段
名
を
記
し
た
場
合
の
引
用
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系

　
『
平
家
物
語
』
に
よ
る
。

＠
　
川
田
正
美
氏
　
同
注
　

◎
　
以
下
。
特
記
無
き
場
合
、
こ
の
形
式
の
引
用
は
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
（
古
典
研
究

　
会
）
に
よ
る
。

＠
延
慶
本
で
は
「
義
王
」
と
記
さ
れ
る
が
、
「
祇
王
」
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
特

　
記
す
べ
き
必
要
の
な
い
場
合
は
「
祇
王
」
と
記
す
。
以
下
、
人
名
に
関
し
て
は
同
じ

　
扱
い
と
す
る
。

一
四

＠
　
武
久
堅
氏
　
同
注
の

＠
　
「
父
大
臣
殿
勝
公
卿
中
見
舎
弟
宗
盛
卿
左
衛
門
督
御
立
」
（
巻
十
「
熊
野
参
詣
」

　
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
下
』
閉
左
）
（
釈
文
　
宇
野
）

＠
　
水
原
一
氏
「
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
考
－
そ
の
古
態
性
認
識
を
中
心
に
ー
」
（
『
平

　
家
物
語
の
形
成
』
加
藤
中
道
館
）
氏
は
こ
の
中
で
延
慶
本
の
こ
の
本
文
形
態
の
古
態

　
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

＠
　
刑
部
久
氏
「
『
平
家
物
語
』
壇
浦
合
戦
の
事
　
表
現
が
意
味
性
を
増
幅
す
る
時
１
」

　
（
『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
第
２
８
号
昭
和
六
十
二
年
）

＠
　
『
玉
葉
』
（
元
暦
年
四
月
二
十
六
日
）
で
は
宗
盛
は
浄
衣
を
着
す
と
あ
る
が
、
清
宗

　
の
服
装
に
つ
い
て
の
記
事
は
な
い
。
ま
た
、
『
吾
妻
鏡
』
で
は
「
各
浄
衣
」
と
あ
る
。

＠
　
武
久
堅
氏
　
同
注
の
の
下

＠
　
生
形
貴
重
氏
「
『
平
家
物
語
』
の
構
想
に
つ
い
て
の
覚
書
」
（
大
谷
女
子
短
期
大
学

　
紀
要
第
２
９
号
昭
和
六
十
一
年
）

付
記
　
本
稿
は
、
平
成
元
年
１
２
月
３
日
、
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
第
７
回
例
会
（
於

　
阪
南
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
貴
重
な

　
御
教
示
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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